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高校生から議員への質問 

高校生 
自転車で通学する際、車道の端を使う生徒と歩道を使う生徒がいます。認識を

統一させたいが、市ではこのような場合どのような対策をしていますか。 

議 員 ・自転車と高齢者の接触事故が増加していることから、道路交通法が改正され

た。警察とボランティアが協力して駅前などで啓発をしており、学校でも同

じように啓発していくことが良いのでは。 

・以前、交通対策特別委員会を設置して議論したことがあり、ＪＲ成田駅西口

からニュータウン地区に向かう歩道に自転車通行帯の路面標示をした経緯

がある。 

高校生 
朝の通学時間帯、JR 成田駅東口から西口に向かう連絡通路がとても混雑して

いて、双方向に向かう人が整理されていないため危険です。 

議 員 ・JR 成田駅西口については、現在市で再開発事業を予定しており、今後調査

を進める予定なので、そういった声は貴重である。 

・京成成田駅前の再開発も予定されている。 

高校生 外国人観光客へのマナーやルールの周知がされていない。 

議 員 ・警察や市が連携して、啓発活動を行う必要がある。 

・ピクトグラムを多く設置しようと計画しているところである。 

・外国人観光客が増加しているので、共生という動きが広がっている。 

高校生 市役所と市議会はどのような関わり方なのですか。 

議 員 市長が提出した予算などの議案を議会が審議して決定している。しっかり審議

することが議員の役目である。 

高校生 校門の目の前に横断歩道があり、毎朝車の交通量が多く、交通事故も何回か起

こっているため、信号機を設置してほしい。 

議 員 ・通学時間は交通量が多い。歩行者を考えると、信号機の設置は必要だと思う。 

・押しボタン式の信号機の設置が良いのでは。車を運転する側も安心である。

設置するのは警察のほうだが、議会のほうからも要望したい。 

・事故が起きてからでは遅いので、学校や地域で一緒に声をあげてほしい。 
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高校生 議員さんは、普段何をしているのですか。 

議 員 議会（定例会）は、年に 4 回あり、会期は概ね 1 カ月くらいである。議会が終

わると報告会の開催や報告紙の配布で 1 カ月。そして、次の議会の時期が近

づくと準備で 1 カ月かかり、計 3 カ月かかる。その他に、地域のイベントへ

の参加や市民の方からの要望を聞き、それが実現できるか調査もしている。 

高校生 これからの成田市をどのようにしていきたいと考えていますか。 

議 員 住みやすい街、住み続けたい街にしていきたいと全議員が思っている。子ども

や高齢者の移動が不便にならないように交通アクセスを良くすることや、観光

に力を入れることなど、成田市を良くしたいという思いで、全議員が動いてい

る。 

 


